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2010（平成22年）�

鹿児島県出水市�

広
報�

 （ケタ打瀬漁11月２日撮影）�

「不知火海の白帆」�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２～３�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４～５�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４�

【特集】企業誘致に向けて�
景観絵画展の受賞作品�
指定管理者制度・民間移譲�
年末年始のごみ収集�

し  ら  ぬ  い　かい�

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口

（１１月１日現在：住民基本台帳）

２万４，２３３（－３）世 帯 数

５万６，２０８（－１０）人　　口

２万６，２６４（－３）男

２万９，９４４（－７）女

４２出　　生

６９死　　亡

１１７転　　入

１００転　　出

（　）内は前月比
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2広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号

　

平
成　

年
秋
以
降
の
世
界
的
な
金
融
危
機
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン

２０

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
国
内
景
気
も
急
速
に
悪
化
し
、
多
く
の
企
業
が
倒
産
、

失
業
者
が
増
大
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
、

大
企
業
の
撤
退
、
県
下
最
低
の
求
人
倍
率
を
記
録
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
危
機
的
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
対
策
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
企
業
誘

致
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企業誘致アドバイザー

キャリアで生かされた企業
等の情報収集や提言等を受
け、効果的な企業誘致活動に
努めることを目的に、本年
７月から活動しています。

訪問活動

市長が企業を訪問するなど
トップセールスを行っています。
　市企業誘致対策室では東北から
県内までの企業、経済産業省を含む
国・県の機関を訪問し、企業誘致活動
を行っています。
　また、県かごしま遊楽館（東京
都）では出水地区に特化した本
市出身の企業誘致専門員が関
東を中心に企業の訪問を
行っています。

企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘
致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ててててててててててててててててててててててててててててててててて

企
業
誘
致
に
向
け
て

新たな企業の受け入れ先候補のＮＥＣおよびパイオニア工場跡地

〜
一
人
で
も
多
く
の
人
に
雇
用
の
場
を
〜

地元企業との連携

　地元企業への訪問、ある一定
規模の製造業を対象とした企業
懇談会等を開催し、企業誘致に
つながる情報収集および交換

を行っています。

優 遇 制 度

　さまざまな助成を行っています。
○税制上の措置
　固定資産税免税、法人市民税の軽減など
○出水市地場産業起業支援事業補助金
　食料品製造業の創業に対する助成　
○出水市工場等立地奨励補助金
　用地取得費の助成
○鹿児島県企業立地促進補助金
　設備投資費や雇用に対する助成
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3 広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号

出
水
市
企
業
誘
致
対
策
室

　
　

企
業
誘
致
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

税
所　

篤　

さ
ん

　

現
在
の
市
場
環
境
は
若
干
の

回
復
傾
向
が
見
え
る
と
は
言
え
、

全
体
的
に
は
各
企
業
が
生
き
残

り
を
か
け
て
事
業
再
編
を
行
う

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
に
関
す
る
情
報
を
集

め
、
将
来
的
に
発
展
性
の
あ
る

企
業
や
、
ほ
か
が
ま
ね
で
き
な

い
優
れ
た
特
徴
を
持
っ
た
企
業

の
誘
致
活
動
、
雇
用
の
安
定
基

盤
を
築
く
た
め
の
活
動
に
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
何
か
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

県
か
ご
し
ま
遊
楽
館
企
業
誘
致
課

　
　

企
業
誘
致
専
門
員

宮
川　

幸
男　

さ
ん

　

昨
年
８
月
か
ら
鹿
児
島
県
企

業
誘
致
専
門
員
と
し
て
業
務
委

託
さ
れ
、
東
京
を
中
心
に
月　
２０

数
件
企
業
を
訪
問
し
、
９
月
ま

で
に
約　

件
を
数
え
る
企
業
を

２８０

訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
思
う
こ
と
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
日
本

企
業
の
多
く
は
大
き
な
力
を

失
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
８
月
に
出
水
の
企

業
を
訪
問
し
た
際
、
元
気
に
将

来
の
夢
を
お
持
ち
の
オ
ー
ナ
ー

が
多
い
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
東
京
に
も
出
水
出
身

者
が
企
業
を
興
し
、一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
を

誘
致
活
動
を
通
じ
て
知
り
得
ま

し
た
。
早
く
大
き
な
会
社
に
育

ち
、
ぜ
ひ
出
水
に
も
進
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

出
水
公
共
職
業
安
定
所

　
　

所　

長

　

末
吉　

克
朗　

さ
ん

　

管
内
の
雇
用
情
勢
は
、
昨
年

度
は
過
去
に
例
の
な
い
ほ
ど
厳

し
い
状
況
で
し
た
が
、
今
年
度

は
昨
年
度
と
比
較
し
て
求
人
数

は　

パ
ー
セ
ン
ト
、
就
職
者
は

２３

　

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
求
職

１７者
数
は　

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す

１０

る
な
ど
、
回
復
の
動
き
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
ま
だ

多
く
の
方
々
が
仕
事
を
求
め
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
出
水
市
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
確

保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
し
ま
し
て
も
、
１
人
で
も
多

く
の
方
が
１
日
で
も
早
く
就
職

で
き
る
よ
う
求
人
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

本本本本本本本本本本市市市市市市市市市市へへへへへへへへへへのののののののののの進進進進進進進進進進出出出出出出出出出出がががががががががが望望望望望望望望望望ままままままままままれれれれれれれれれれるるるるるるるるるる主主主主主主主主主主なななななななななな業業業業業業業業業業種種種種種種種種種種本市への進出が望まれる主な業種
●　既存の産業集積を拡大させる電子関連産業　
●　農林水産業が基幹産業である本市の強みを生かした食品関
連産業

●　九州北部での集積を南下させ産業集積を拡大させる自動車
関連産業

●　時間的・距離的制約を受けない情報通信産業
●　大きな国内需要の見込まれる環境型新エネルギー産業

現
場
の
声

　

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備
、
北
薩
横
断

道
路
整
備
な
ど
物
流
の
た
め
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
着
々

と
進
ん
で
お
り
、
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
商
工
労
政
課
企
業
誘
致
対
策
室

　
（
�
○６３
 

４
０
４
０
）

最最最最最最最最最最近近近近近近近近近近のののののののののの企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業増増増増増増増増増増設設設設設設設設設設やややややややややや新新新新新新新新新新設設設設設設設設設設のののののののののの動動動動動動動動動動向向向向向向向向向向最近の企業増設や新設の動向
○交和電気産業株式会社　増　設　　　　立地協定日：Ｈ２１．２．２６

　・電子機器の設計・製造　　　　　　・雇用数：当時３３人　⇒　現在約６０人

○株式会社イーエムエフ　新　設　　　　立地協定日：Ｈ２１．８．３１

　・ＬＥＤ電球、光ディスク修復装置製造　　　・雇用数：当初１２人　⇒　現在約３０人

○株式会社畑中食品　　　増　設　　　　立地協定日：Ｈ２１．１０．１３

　・調理済冷凍食品の製造　　　　　　・雇用数：当時約２４０人　⇒　現在約３２０人
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4広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号

　
市
で
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め

の
指
針
と
な
る
「
出
水
市
景
観
計
画
」
の

策
定
を
機
に
、
身
近
な
景
観
に
対
し
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
小
学
校

４
、
５
、
６
年
生
お
よ
び
中
学
生
を
対
象

に
景
観
に
関
す
る
絵
画
を
募
集
し
た
と
こ�

ろ
、
132
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

��
　
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
発
表
し
ま
す
。�

　
受
賞
者
は
、
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ

た
出
水
市
大
産
業
祭
で
、
市
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。�

み　さん�
『運動会でおどった山田樂』�

江内小学校６年　　山下　利奈衣　さん�

秀賞� 小学生の部　最優秀賞�

小学生の部�小学生の部�

画展』　受賞作品発表�画展』　受賞作品発表�

優
秀
賞�

優
秀
賞�

優
秀
賞�

優
秀

優
秀
賞�

『ぼくの好きな風景』�
切通小学校６年�
石丸　　久　さん�

『夕焼けの武家しきとツル』�
野田小学校４年�
田上　翔斗　さん�

『ハナショウブ』�
下水流小学校６年�
木口　紗也加　さん�

『ぼくらの学校』�
出水小学校６年�
西田　周平　さん�

がく�

4広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号
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5 広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号

　
市
で
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め

の
指
針
と
な
る
「
出
水
市
景
観
計
画
」
の

策
定
を
機
に
、
身
近
な
景
観
に
対
し
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
小
学
校

４
、
５
、
６
年
生
お
よ
び
中
学
生
を
対
象

に
景
観
に
関
す
る
絵
画
を
募
集
し
た
と
こ�

ろ
、
132
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。�
��

　
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
発
表
し
ま
す
。�

　
受
賞
者
は
、
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ

た
出
水
市
大
産
業
祭
で
、
市
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。�

『あお』�
野田中学校３年　　　口　このみ　さん�

『運
江内小学

中学生の部　最優秀賞� 小学生

中学生の部�中学生の部�

『景観絵画展』　受賞『景観絵画展』　受賞作

優
秀
賞�

優
秀
賞�

優
秀
賞�

『学校からながめた風景』�
出水中学校２年�
馬路　絢子　さん�

『東干拓の睡蓮』�
米ノ津中学校３年�
井川　七海　さん�

『わたしの好きなふるさと』�
大川内中学校３年�
木場　静香　さん�

『郷土の伝統　山田樂』�
江内中学校１年�

竹田　あかり　さん�

優
秀
賞�

がく�

すい　れん�

5 広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号
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6広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号
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出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーープププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！出水市文化会館　リニューアルオープン！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　文化会館では、今年１月から照明・音響・舞台床の張り換え、幕・客席の取り換え、ロビー・外壁・

屋根の改修を実施しました。

　建築後３５年経過していた文化会館が生まれ変わり、新たな気持ちで文化会館を利用して頂けます。

　来年１月の開館に先立ちまして文化会館のリニューアルを記念し、リニューアルオープニングセレ

モニーを開催します。多くの方のご来場をお待ちしています。

～リニューアルオープニングセレモニー～

開催日　１２月１９日（日）

場　所　出水市文化会館

○記念式典

１１：００～１１：２０

○こけら落とし（出水中央高校吹奏楽部演奏）

１１：３０～１２：００

○出水音楽祭（記念イベント）

開　演　１３：３０
※詳しくは１０ページをご覧ください。

入場料　無料

リニューアル記念公演
チケット好評販売中

公演名　ウィーン・シュトラウス
　　　　・フェスティヴァル・オーケストラ
開催日　平成２３年１月７日（金）
開　演　１８：３０
会　場　出水市文化会館
チケット料金
一　　　般　４，０００円
高校生以下　２，０００円
＊２枚セットで購入の場合、上記金額の合計額から１，０００円割り

引きます。

問い合わせ先　市中央公民館内生涯学習課（�６３－２１０６）
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7 広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号

高
尾
野
温
泉
セ
ン
タ
ー

「
も
み
じ
」
を
民
間
移
譲

　

出
水
市
公
の
施
設
見
直
し
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
移
譲

先
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

移
譲
先
法
人

　

住　

所　

鹿
児
島
県
出
水
市
米
ノ
津
町　

番
３
号

３５

　

名　

称　

株
式
会
社　

ス
ー
パ
ー
よ
し
だ

　
移
譲
開
始
日

　

平
成　

年
４
月
１
日

２３

そ
の
他

移
譲
前
に
市
が
販
売
し
た
回
数
券
・
ギ
フ
ト
券
・
無
料

券
は
、
平
成　

年
度
中（
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
）に

２２

２３

３１

限
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課　
（
�
○８２
 

５
４
２
３
）

　

施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
ににににににににににににににににににににに
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ををををををををををををををををををををを
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入　

平
成　

年
度

33333333333333333333300000000000000000000030

23

　

新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
効
果
的
・
効
率
的
に
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
次
の
市
施
設
に「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導
入
し
ま
す
。

２３

期間指定管理者所管課施設名

３年間

有限会社　出水スポーツ市民スポーツ課

（�６３－２１４４）

総合運動公園

（野球場、庭球場、陸上競技場、多目的広場）

西出水運動公園

米ノ津運動公園

出水運動公園

加紫久利公園

総合体育館

総合武道館

出水弓道場

出水屋内ゲートボール場

出水市水泳協会市民プール

有限会社　�産業

高尾野教育支所

生涯学習室

（�８２－５４５１）

高尾野ふれあい公園

高尾野公民館

高尾野工芸館

高尾野体育館

江内体育館

高尾野運動場

高尾野多目的運動場

高尾野工業団地運動場

高尾野武道館

高尾野きらめきドーム

有限会社　出水スポーツ

野田教育支所

生涯学習室

（�８４－２０２６）

野田体育館

野田運動場

野田武道館

野田弓道場

株式会社

図書館流通センター出水

営業所

中央図書館

（�６３－２１０５）

中央図書館

高尾野図書館

野田図書館

出水歴史民俗資料館

高尾野郷土館・古城画伯コレクション館

野田史料館
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広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号

おお らら せせ知知

8

　
　

月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

１２
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計

額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対

す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の

が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の

過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
を「
年
末
調

整
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税

を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親

族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し

く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署（
�
○６２
 

０
２
０
０
）

　

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

具
体
的
書
類
や
事
実
関
係
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
相
談

内
容
に
よ
り
電
話
で
の
回
答
が
困

難
な
場
合
に
は
、
お
電
話
等
で
事

前
に
相
談
日
時
等
を
予
約
い
た
だ

い
た
上
で
、
所
轄
の
税
務
署
に
お

い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
・
ご

住
所
・
ご
相
談
内
容
等
を
お
伺
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署（
�
○６２
 

０
２
０
０
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は

基
本
的
に
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

登
記
簿
上
の
所
有
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
年
度
途
中

で
売
買
、
相
続
、
交
換
等
で
登
記

さ
れ
て
も
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
方

は
住
宅
特
例
と
い
う
土
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
軽
減
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
住
宅
や
倉
庫
等

２２

の
家
屋
を
新
築
ま
た
は
解
体
さ
れ

た
方
で
届
出
や
家
屋
調
査
が
お
済

み
で
な
い
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　
（
�
○６３
 

４
０
３
２
）

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
や
農
業
・

漁
業
を
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
賃

借
業
を
さ
れ
て
い
る
方
等
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
所
有
さ
れ
て
い

る
構
築
物
、
機
械
装
置
、
船
舶
、

航
空
機
、
車
両
お
よ
び
運
搬
具
、

工
具
、
器
具
な
ら
び
に
備
品
等
の

事
業
用
資
産
を
償
却
資
産
と
し
て

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
状

況
に
つ
い
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
地
方
税
法
第　

条
）

３８３

　

平
成　

年
の
税
制
改
正
に
お
い

２０

て
耐
用
年
数
省
令
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年

数
表
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
機
械
お
よ
び
装
置
に
つ
い

て
は　

区
分
か
ら　

区
分
へ
見
直

３９０

５５

さ
れ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
償
却
資
産
申
告

２３

書
を　

月
中
に
税
務
課
か
ら
お
送

１２

り
し
ま
す
の
で
平
成　

年
１
月　

２３

３１

日（
月
）ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
事
業
を
開
始
さ

れ
た
場
合
や
償
却
資
産
が
あ
る
事

業
者
で
、
償
却
資
産
申
告
書
が
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　
（
�
○６３
 

４
０
３
２
）

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

償
却
資
産
の
申
告

固
定
資
産
税

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
予
約
を

　

一
瞬
に
し
て
尊
い
命
を
奪
い
、
平
和
的
な
暮
ら
し
を
破
壊
す
る
交

通
事
故
を
無
く
す
こ
と
は
全
て
の
市
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
願
い
と
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悲
惨
な
交

通
事
故
は
後
を
絶
た
ず
、
出
水
市
で
は
今
年
に
入
り
既
に
９
人
の
方

が
交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
お
り
、
５
月
に
４
件
、
そ
し
て　

月
１０

に
入
っ
て
２
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
連
続
的
に
発
生
す
る
な
ど
、
交

通
事
故
の
連
鎖
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
が
一
瞬
に
し
て
命
を
奪
わ
れ
、
平
和
な
家
庭
と
暮
ら

し
を
破
壊
す
る
交
通
死
亡
事
故
が
こ
の
よ
う
に
多
発
し
て
い
る
こ
と

は
、
誠
に
異
常
な
事
態
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
異
常
事
態
を
脱
し
、
交
通
死
亡
事
故
を
根
絶
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
こ
こ
に
「
出
水
市
交
通
死
亡
事
故
多
発
緊
急
事
態
」
を

宣
言
し
、
次
の
こ
と
を
緊
急
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
に

交
通
事
故
の
防
止
を
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１　

交
差
点
で
は
、
一
時
停
止
や
左
右
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

２　

制
限
速
度
及
び
安
全
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

３　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
、

歩
行
者
は
明
る
い
色
の
服
装
及
び
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

４　

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

５　

飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
全
力
を
挙
げ
て
交
通
事

故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
強
く
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。

平
成　

年　

月　

日

２２

１０

２９

出
水
市
交
通
安
全
市
民
運
動
推
進
協
議
会
長

出
水
市
長　

渋　

谷　

俊　

彦　
　
　
　
　

ついて �

策定し、将来

�

を明らかにす

ご意見を反映

『都市計画マ

項をご記入し

無記名で行っ

ことはありま

ことはありま

析します。調

参考となりま

ご意見を反映

出
水
市
交
通
死
亡
事
故
多
発
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
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広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号9

１．都市の特性、課題および問題点の整理 �
２．まちづくりの基本理念、将来像および目標 �
３．将来の都市構造および都市整備方針（土地利用、道路、公園、下水道、河川など） �
４．地域の特性を生かした地域別の将来像と整備方針 �
５．将来都市像を実現するための実現化方策 �

 �本�庁都市計画課計画管理係�（　６３－４０６３） �

都市計画マスタープランの目的と内容 �

アンケート調査の実施について �

都市計画マスタープランの策定スケジュール�

出水市都市計画マスタープランの策定とアンケートの実施について �

 市では、平成２０年３月、合併後の新しいまちづくりの指針となる｢第一次出水市総合計画｣を策定し、将来

都市像として｢人と自然が融和した にぎわいある元気都市 出水市｣を目指すこととしています。�

 この将来都市像を実現するため、地域におけるまちづくりの課題とこれに対応した整備方針等を明らかにす

る『出水市都市計画マスタープラン（以下「都市計画マスタープラン」）』を市民の皆さまのご意見を反映

させながら、策定します｡�

 （都市計画マスタープランの内容） �

＜アンケートの目的＞�

皆さまが日頃まちづくりについて感じていることや、まちづくりの在り方に関するご意見を『都市計画マ

スタープラン』の策定に反映します。�

＜アンケートの実施時期＞�

平成23年１月上旬�

＜アンケート調査の対象者＞�

市内に居住している 20 歳以上の 2,300 人を、無作為に抽出�

＜アンケート調査の実施方法＞�

アンケート調査の対象者の皆さまには、アンケート票を送付します。アンケート票に必要事項をご記入し

ていただき、返信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストに投函してください。なお、回答は無記名で行っ

ていただき、結果についても統計的な処理を行った上で使用しますので、個人名等が漏れることはありま

せん。また、ご記入していただいたご意見につきましても、今回の調査目的以外に使用することはありま

せん。�

＜アンケート調査の活用＞�

アンケート調査の記入内容から、皆さまがまちづくりについて感じていることやご意見を分析します。調

査の分析結果は、広報紙等で公表するとともに、『都市計画マスタープラン』策定のための参考となりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。 �

『都市計画マスタープラン』は、今年度から３カ年で策定する予定ですが、市民の皆さまのご意見を反映

するため、次の項目を実施します。�

○平成 22 年度 アンケート調査の実施および結果の公表�

○平成 23 年度 地域別ワークショップの開催、策定状況の周知・広報�

○平成 24 年度 パブリックコメントの実施、都市計画マスタープランの策定・公表 �

問い合わせ先�
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日　

時　
　

月　

日（
金
）

１２

１０

午
後
２
時　

分
か
ら
同
４
時
ま

３０

で
場　

所　

市
中
央
公
民
館

小
ホ
ー
ル

演　

題
見
逃
さ
な
い
で
！
か
ら
だ
の
サ

イ
ン

〜
乳
が
ん
の
現
状
と
治
療
〜

講　

師
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

副
院
長　

花
田　

法
久
先
生

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
○６３
 

２
１
４
３
） 

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１２

２１

午
後
５
時　

分
か
ら
同
７
時　

３０

１５

分
ま
で

場　

所　

青
年
の
家

内　

容
珍
し
い
月
食
、
星
団
、
木
星
を

　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
望

５０遠
鏡
や
双
眼
鏡
で
観
察
・
記
録

し
ま
す
。

対　

象
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

限
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

青
年
の
家

（
�
○６３
 

２
１
３
５
）

　

木
の
実
や
小
枝
な
ど
を
使
っ
て

の
お
飾
り
作
り
を
通
し
て
、
季
節

を
感
じ
、
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１２

２３

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

場　

所　

向
江
公
民
館

内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月

用
リ
ー
ス（
装
飾
用
の
輪
）、
木

の
実
の
飾
り
、
年
越
し
そ
ば
打

ち
体
験

対　

象　

小
・
中
学
生
お
よ
び
保

護
者

定　

員　

先
着　

人
３０

参
加
料　
　

円
３００

申
込
期
限　
　

月　

日（
月
）

１２

２０

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ず
み
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の

会
事
務
局

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
○６３
 

８
７
８
０
）

女
性
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

ししししししししししししししししししししし

催

し

皆
既
月
食
観
察
会

手
作
り
で
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
＆
お
正

月
を
飾
ろ
う
〜
第
３
回
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
〜

冬の自然まつり

「正月＆クリスマスを手作りで！」
～家族や友達と一緒に青年の家の冬を楽しもう～

日　時　１２月１９日（日）午前９時～正午
場　所　青年の家（つどいの広場・本館）

※雨天時は、屋内で実施します。
対　象　家族、友だち同士などのグループ

（小学３年生以下は保護者同伴に限る）
内容および定員（先着順）
自然の素材を使った創作活動
●門松
５０組
●しめ縄
１０組
●リース（花や葉などで作られた装飾用の輪）
和風２０組・洋風３０組

材料代（１作品につき）
○門松２００円
○しめ縄、リース１００円
申込開始日
１２月１日（水）
申込方法
定員になり次第終了しますので、お早め
に電話でお申し込みください。
申込・問い合わせ先
青年の家（�６３－２１３５）

出水市文化会館自主文化事業　
文化会館オープニングイベント

出水音楽祭2010
市内の学校・団体による

合唱・器楽演奏をぜひご鑑賞ください。

日　　時　１２月１９日（日）　午後１時３０分開演
場　　所　市文化会館
入 場 料　無　料
出演団体

※進行状況により出演予定時間が前後することがあります。
問い合わせ先　市中央公民館内生涯学習課（�６３－２１０６）

出演予定時間団　体　名出演順
１３：３０～出水市立少年少女合唱団①
１３：４０～コールメイプル②
１３：５０～出水ストリングスアンサンブル③
１４：０５～オレンジ・メロディ④
１４：１５～コールのだ⑤
１４：２５～高尾野小学校　吹奏楽部⑥

　　　休　　憩
１４：５０～西出水小学校マーチングバンド⑦
１５：０５～アンサンブルＡ・ｇａｉｎ⑧
１５：１５～高尾野中学校　選択音楽生⑨
１５：２５～東出水小学校　金管バンド⑩
１５：４０～コール出水⑪
１５：５０～Ｈブラス⑫

　　　休　　憩
１６：１５～出水高等学校　吹奏楽部⑬
１６：３０～合唱団オーク⑭
１６：４０～コールひだまり⑮
１６：５０～クレインコーラス⑯
１７：００～市民バンドいずみ⑰

健
康
講
演
会

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

１２

午
後
０
時　

分
受
け
付
け
開
始

３０

場　

所　

市
音
楽
ホ
ー
ル

演　

題　
「
定
年
か
ら
輝
く
生
き
方
」

講　

師　

帯
津　

良
一　

医
学
博
士　

入
場
料　

１
千
円（
入
場
整
理
券
要
）

※
講
演
会
終
了
後
、
市
総
合
武
道
館
で

「
気
功
的
生
き
方
の
実
践
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楊
名
時
太
極
拳
北
薩
友
好
会

（
前
田
健
康
道
場
内
）

　
（
�
○６２
 

０
０
３
７
、
○６２
 

７
０
３
３
）
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11

開
催
日

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２３

１６

受　

付
午
前
８
時
か
ら
同
９
時
ま
で

開
会
式

午
前
９
時

場　

所　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
出

水
駅
前
多
目
的
広
場

コ
ー
ス

不
知
火
海（
八
代
海
）に
浮
か
ぶ

島
々
を
眺
め
、
出
水
平
野
の
ツ

ル
の
ね
ぐ
ら
を
巡
り
、
ツ
ル
観

察
セ
ン
タ
ー
ま
で
の　

キ
ロ

１４

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
。

出
水
駅
↓
特
産
館
い
ず
み
↓
六

十
間
土
手
↓
福
ノ
江
↓
東
干
拓

↓
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー（
昼
食
）

↓
バ
ス
移
動
↓
出
水
駅

※
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
水

駅
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

参
加
資
格

小
学
生
以
上
で
健
康
・
体
力
に

自
信
の
あ
る
方

参
加
料　

１
千　

円（
申
し
込
み

５００

受
け
付
け
後
は
返
金
で
き
ま
せ

ん
。）

申
込
期
限　
　

月　

日（
月
）

１２

２７

申
込
方
法

本
庁
企
画
政
策
課
、
各
支
所
、

市
総
合
体
育
館
、
中
央
図
書
館
、

高
尾
野
図
書
館
お
よ
び
野
田
図

書
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

出
水
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局（
本
庁
企
画

政
策
課
内
）

（
�
○６３
 

４
０
３
６
）

　

市
外
居
住
者
へ
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
際
な
ど
で
使

用
す
る
封
筒（
観
光
カ
ラ
ー
封
筒
）

の
裏
面
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

し
ま
す
。

封
筒
の
規
格

角
形
２
号
封
筒（
横　

�
×
縦

２４０

　

�
定
形
外
封
筒
）、
４
色
フ

３３２ル
カ
ラ
ー

作
成
枚
数

１
万
５
千
枚

掲
載
期
間

平
成　

年
２
月
か
ら
使
用
完
了

２３

ま
で（
お
お
む
ね
２
年
間
）

※
配
布
状
況
に
よ
り
期
間
は
変
わ

り
ま
す
。

募
集
枠

封
筒
裏
面
の
下
部

４
・
５
�
×　

�
の
６
枠

１０

広
告
掲
載
料

１
枠
２
万
３
千
円

募
集
対
象

媒
体
が
観
光
封
筒
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
誘
致
・
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
ま
た
は
観
光
客
の
本
市

滞
在
時
の
利
便
性
向
上
が
図
ら

れ
る
広
告
と
し
ま
す
。
対
象
業

種
は
、
旅
館
業
、
飲
食
店
、
特

産
品
業
者
、
観
光
施
設
事
業
者
、

交
通
事
業
者
等
で
す
。

申
請
期
限

　

月　

日（
水
）必
着

１２

２２

申
請
方
法

本
庁
観
光
交
流
課
、
各
支
所
に

備
え
付
け
、
ま
た
は
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
広
告
原
稿
の
出
力
見

本
を
添
え
て
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
水
市
広
告
掲
載
要
綱
等
に
よ

り
審
査
し
、
掲
載
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
観
光
係

（
�
○６３
 

４
０
６
１
）

新
幹
線
全
線
開
業
・
出
水
市
政
施
行
５
周
年
記
念

ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
を
見
よ
う
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

募　

集

市
の
封
筒
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
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対　

象

○
入
園
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
る

幼
児

○
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
同　

１７

２０

年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児

受
付
期
間

　

月　

日（
金
）か
ら
同　

日

１２

１０

２０

（
月
）ま
で（
土
曜
・
日
曜
日
は

除
く
。）

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

各
幼
稚
園
と
も
、
午
後
２
時　
３０

分
か
ら
同
５
時
ま
で

申
込
方
法

各
幼
稚
園
、
本
庁
学
校
教
育
課

ま
た
は
各
教
育
支
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書（　

月
９
日（
木
）

１２

か
ら
配
布
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
本
庁
学
校
教

育
課

（
�
○６３
 

４
０
７
９
）

業
務
内
容

○
委
託
契
約
に
よ
る
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針

○
業
務
は
、
毎
月
１
日
か
ら
１
週

間
程
度

○
１
人
あ
た
り
の
検
針
件
数
は
、

お
お
よ
そ
月
１
千　

件（
検
針

８００

地
区
割
で
変
動
）を
予
定
し
て

お
り
、
検
針
の
委
託
料
は
、
１

件　

円
６０

委
託
期
間

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
原
則

２３

１
年
と
し
、　

歳
に
な
る
ま
で

７０

は
更
新
が
で
き
ま
す
。

応
募
資
格

○
心
身
共
に
健
康
で
、
平
成　

年
２３

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が　

歳
４０

か
ら　

歳
ま
で
の
方

６０

○
現
在
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
採
用
後
も
引
き
続
き
本

市
に
居
住
で
き
る
見
込
み
の
方

○
原
動
機
付
き
自
転
車
以
上
の
免

許
を
有
す
る
方

募
集
人
数　

１
人

募
集
期
間

　

月
６
日（
月
）か
ら
同　

日

１２

１０

（
金
）ま
で

応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書（
写
真
付
き
）に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

持
参
ま
た
は
、
郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は　

日
消
印
有
効

１０

選
考
方
法
等

書
類
審
査
と
面
接

※
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所
に
つ

い
て
は
、　

月
末
ま
で
に
お
知

１２

ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
道
課
業
務
係

（
�
○６３
 

４
０
８
２
）

入
札（
見
積
）の
項
目

平
成　

年
度
以
降
に
市
が
発
注

２３

す
る
建
設
工
事
お
よ
び
建
設
工

事
に
伴
う
測
量
・
設
計
等
な
ら

び
に
簡
易
な
建
設
工
事

登
録
期
間

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
２
年

２３

間
募
集
対
象　

市
内
業
者

※
市
内
業
者
の
定
義
に
つ
い
て
は

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

月　

日（
月
）か
ら
平
成　

年

１２

１３

２３

１
月　

日（
月
）ま
で

３１

申
請
書
の
入
手
方
法

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
か
、
本
庁
契

約
検
査
課
・
各
支
所
産
業
建
設

課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
契
約
検
査
課

（
�
○６３
 

４
０
６
４
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部

○
科
目
履
修
生（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
選
科
履
修
生（
１
年
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
の
学
位
の
習
得
を
目

指
す
）

大
学
院

○
修
士
科
目
生（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
修
士
選
科
生（
１
年
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

　

月　

日
か
ら
平
成　

年
２
月

１１

１５

２３

　

日
ま
で

２８
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
内
）

（
�
０
９
９－

２
３
９－

３
８

１
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

開
催
日

平
成　

年
３
月　

日（
土
）お
よ

２３

１２

び　

日（
日
）の
２
日
間

１３

会　

場
市
文
化
会
館

出
演
対
象

出
水
地
域
内
に
住
所
の
あ
る
文

化
団
体
ま
た
は
個
人

募
集
期
間

　

月
１
日（
水
）か
ら
同　

日

１２

２７

（
月
）ま
で

申
込
方
法

生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

（
�
○６３
 

２
１
０
６
）

平
成　

年
度
幼
稚
園
児
を

23

募
集

水
道
検
針
員
を
募
集

建
設
工
事
等
の
入
札（
見

積
）参
加
業
者
を
募
集

放
送
大
学
平
成　

年
４
月

23

入
学
生
を
募
集

出
水
地
域
文
化
祭（
舞
台
発

表
部
門
）参
加
者
を
募
集

出
水
ふ
れ
あ
い
市
開
催

　

月　

日（
土
）

１２

２５

出
水
公
会
堂
周
辺

お
さ
か
な
市
開
催

　

月　

日（
土
）

１２

１１

名
護
漁
港

各幼稚園の募集予定人員

電話番号募集予定人員市立幼稚園

６３－２１５８６３人西出水小附属紫翠幼稚園

６３－２１６３２６人東出水小附属幼稚園

６７－２９３８２１人米ノ津小附属幼稚園

６７－１０２３６７人米ノ津東小附属幼稚園

６７－２９１９２６人切通小附属幼稚園

８２－３６７０２２人荘 小 附 属 幼 稚 園

８４－２０６７７７人野田小附属幼稚園
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家
族
間
の
問
題
や
相
続
・
財
産

の
問
題
、
差
別
・
い
じ
め
問
題
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　

時　
　

月
９
日（
木
）

１２

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

場　

所

○
市
中
央
公
民
館

○
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

○
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
護
委
員

○
番
家　

幸
市
さ
ん

○
肱
岡　

彰
子
さ
ん

○
荒
木　

妙
子
さ
ん

○
椎
原　

京
子
さ
ん

○
上
籠　

俊
道
さ
ん

○
畠
中　

大
喜
さ
ん

○
東
畠　

政
子
さ
ん

○
川
畑　

純
義
さ
ん

○
平
中　

す
み
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ

（
�
○８２
 

５
４
１
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
グ
ル
ー
プ

（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

相

談

特
設
人
権
相
談

～働く婦人の家後期定期講座の参加者を募集～

場所：市働く婦人の家（保健センター２階）

対象者：女性（市内居住または市内勤務）

申込方法：電話でお申込みください

申込先：市働く婦人の家（�６３－２１８５）

「リラックスヨガⅡ」講座

初心者向けのヨガ講座！

新年からヨガを始めてみませんか？

開催日：１月７日（金）～【毎週金曜日　全１０回】

時間：午後８時～同１０時

受講料：無料

申込締切：１２月２２日（水）

　

日
本
脳
炎
第
２
期
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期（
９
歳
か
ら　

歳
未

１３

満
）の
予
防
接
種
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
第
１
期（
生
後
６
カ
月
か
ら
７
歳
６
カ

月
未
満
）未
接
種
者（
第
１
期
で
３
回
接
種
し
て
い
な

い
子
ど
も
）へ
の
救
済
策
と
し
て
、第
１
期
に
接
種
し

て
い
な
い
回
数
を
第
２
期
の
期
間
内
に
、公
費
負
担

で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
第
２
期
の
接
種
を
し
て
い
な
い　

歳
以
上
の
子
ど

１３

も
へ
の
経
過
措
置
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

○
第
１
期
接
種
対
象
年
齢
内
に
、３
回
の
接
種
を
終

了
で
き
な
い
場
合
は
、初
回
の
２
回
だ
け
で
も
期

間
内
に
接
種
し
て
基
礎
免
疫
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、９
歳
に
な
っ
た
ら
、早
目
に
追
加（
３
回

目
）を
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
２
期
接
種
対
象
年
齢
の
子
ど
も
で
、第
１
期
の
３

回
の
接
種
が
終
了
し
て
い
る
場
合
は
、第
２
期
と

し
て
１
回
接
種
で
き
ま
す
。

○
予
診
票
に
つ
い
て
は
、３
歳
児
に
の
み
発
送
し
て

い
ま
す
の
で
、接
種
を
希
望
さ
れ
る
対
象
年
齢
の

方
は
、母
子
健
康
手
帳
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う

え
市
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予
防
係

（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
�
○８２
 

５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
�
○８４
 

４
８
１
４
）

日本脳炎別表

公費負担接種間隔措置接種回数現在の接種状況

有第１期と同じ間隔で接種２期年齢内で３回接種１期に接種なし

有１週間以上あける２期年齢内で２回接種１期で１回接種

有－２期年齢内で１回接種１期で２回接種

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

ららららららららららららららららららららら

せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

お

知

ら

せ
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移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

　

献
血
受
付
時
に
本
人
確
認
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転

免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
、
献

血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
カ
ー

ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日　

時

　

月　

日（
土
）

１２

１１

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

場　

所
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

種　

類

　

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

４００
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー（
�
０
９
９－

２
５
７－

３
１
４
１
）

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

　

対
象
者
に
対
し
て
請
求
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成　

年
２２

６
月　

日
現
在
、
日
本
国
籍
を

１６

有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
期
限

平
成　

年
３
月　

日

２４

３１

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金

担
当（
�
０
５
７
０－

０
５
９

－

２
０
４
、
�
０
３－

５
８

６
０－

２
７
４
８
）

　

平
成　

年
６
月
に
、
北
朝
鮮
当

１８

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

の
実
態
を
解
明
、
お
よ
び
そ
の
抑

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

集
団
献
血
を
実
施

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留

者
に
対
す
る
特
別
給
付
金

　

月　

日（
金
）か
ら　

日

12

10

16

（
木
）ま
で
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

年
末
年
始
の
家
庭
ご
み
の
収
集
お
よ
び
し
尿
く
み
取
り

燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集

【
出
水
地
域
】

月
・
木
曜
日
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
水
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
６
日（
木
）か
ら
開
始

１２

２９

（　

月　

日（
水
）は
特
別
収
集
）

１２

２９

火
・
金
曜
日
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
火
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
４
日（
火
）か
ら
開
始

１２

２８

月
曜
日
の
み
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
月
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
４
日（
火
）か
ら
開
始

１２

２７

（
１
月
４
日（
火
）は
特
別
収
集
）

水
曜
日
の
み
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
水
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
５
日（
水
）か
ら
開
始

１２

２９

木
曜
日
の
み
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
水
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
６
日（
木
）か
ら
開
始

１２

２９

（　

月　

日（
水
）は
特
別
収
集
）

１２

２９

【
高
尾
野
地
域
】

月
・
木
曜
日
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
水
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
６
日（
木
）か
ら
開
始

１２

２９

（　

月　

日（
水
）は
特
別
収
集
）

１２

２９

火
・
金
曜
日
収
集
地
区
↓
年
末
は　

月　

日（
火
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
４
日（
火
）か
ら
開
始

１２

２８

【
野
田
地
域
】

年
末
は　

月　

日（
月
）で
終
了
、
年
始
は
１
月
４
日（
火
）か
ら
開
始

１２

２７

●
家
庭
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
お
配
り
し
て
あ
る
「
平
成　

年
度
収
集
計
画
カ
レ
ン

２２

ダ
ー
」
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係（
�

○６３
４
０
４
２
）、
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ（
�
○８２
５
４
１
６
）、
野
田
支
所
市
民
福
祉

課
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ（
�
○８４
４
８
１
３
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、　

月　

日（
金
）か
ら
１
月
３
日（
月
）ま
で
休
み
で
す
。

１２

３１

両
セ
ン
タ
ー
へ
の
個
別
持
ち
込
み
に
つ
い
て
、　

月　

日（
日
）か
ら　

日（
木
）ま
で
は
受
け
入
れ
を
行
い

１２

２６

３０

ま
す
が
、　

日（
木
）の
受
付
時
間
は
午
前　

時　

分
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３０

１１

３０

　

な
お
、
料
金
は
両
セ
ン
タ
ー
と
も　

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
は　

円
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン

５００

５００

タ
ー（
�
○７５
０
７
３
９
）ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
�
○８４
４
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

●
年
末
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
く
み
取
り
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
年
内
に
く
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、　

月　

日（
金
）ま
で
に
、
文
化
清
掃
社（
�
○６２
０
１
５
５
）ま
た

１２

１７

は
出
水
清
掃（
�
○６２
０
５
８
９
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、
法

律
に
よ
り
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
個
人
事
業
者
と
い
え
ど

も
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る

ご
み（
事
業
系
ご
み
）は
家
庭
で
の

生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み（
家

庭
系
ご
み
）と
は
区
分
し
て
処
理

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

飲
食
店
、
商
店
、
農
林
水
産
業

な
ど
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た

ご
み
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

び
ん
、
段
ボ
ー
ル
紙
な
ど
の
廃
棄

物
は
、
市
が
収
集
す
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　

事
業
所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物

の
処
理
方
法
に
は
次
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

○
可
燃
物
、
不
燃
物
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
を
き
ち
ん
と
分
別
し
、
自

分
で
環
境
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

む
。

○
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者（
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
）に
処
理
を
依
頼
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ（
�
○８２
 

５
４
１

６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
グ
ル
ー
プ（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

日　

時　
　

月
７
日（
火
）

１２

午
前
８
時
か
ら
同　

時
ま
で

１０

収
集
場
所

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
資
材

セ
ン
タ
ー

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
出
水
製
茶

工
場
敷
地
内

収
集
対
象

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
廃

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム
類

処
理
費
用

○
廃
ビ
ニ
ー
ル　

円
／
�

１０

○
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム　
１３

円
／
�

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

（
�
○６３
 

４
０
５
６
）

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課

（
�
○８２
 

５
４
２
３
）

野
田
支
所
産
業
建
設
課

（
�
○８４
 

４
８
１
６
）

事
業
所
ご
み
は
適
正
に
処

理
し
ま
し
ょ
う

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
を
収
集

平
成　

年
成
人
式

２３

　

成
人
式
出
席
対
象
者
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
お
目
通
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
市
外

転
出
等
で
案
内
状
が
届
い
て
な
い
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
期　
　

日　
　

平
成　

年
１
月
５
日（
水
）　

２３

会　
　

場　
　

出
水
市
文
化
会
館

日　
　

程受　
　
　
　

付　
　

午
前　

時　

分　

〜　

同　

時　

分

１０

００

１０

３０

記
念
写
真
撮
影　
　

午
前　

時　

分　

〜　

同　

時　

分

１０

３５

１１

１５

式　
　
　
　

典　
　

午
前　

時　

分　

〜　

午
後
０
時　

分

１１

３０

１０

参
加
に
当
た
っ
て
の
お
願
い

○
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け
付
け

を
済
ま
さ
れ
る
と
と
も
に
、
お
車
で
お
越
し
の
方
は
交
通
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
駐
車
場
内
で
は
係
員
の
誘
導
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ル
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
館
内
へ
の
酒
類

の
持
ち
込
み
お
よ
び
飲
酒
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
入
場
は
ご
遠

慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
喫
煙
場
所
以
外
で
の
お
タ
バ
コ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
式
典
中
の
ホ
ー
ル
内
外
へ
の
出
入
り
、
私
語
、
携
帯
電
話
等

の
使
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課
（
�
○６３
 

２
１
０
６
）
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月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
実

１０
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
は
、　

人
を

３００

超
え
る
調
査
員
の
皆
さ
ま
が
調
査

に
携
わ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
関

係
各
方
面
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
回
収
さ
れ
た
調
査
票
の

点
検
・
集
計
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
２
月
ご
ろ
に
は
、
総
務
省
か

ら
全
国
お
よ
び
市
区
町
村
ご
と
の

人
口
や
世
帯
数
の
速
報
が
公
表
さ

れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
調
査
結

果
は
、
総
務
省
統
計
局
の
国
勢
調

査
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ど
な
た
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
政
策
課
広
報
統
計
係

（
�
○６３
 

４
０
３
４
）

総
務
省
統
計
局
国
勢
調
査
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.stat.go.jp/data/ko

kusei/２０１０
/index.htm

　

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
と
し
て　

月　

日
現
在

１２

３１

で
実
施
し
ま
す
。

　
　

月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か

１２
け
て
調
査
員
が
各
事
業
所
に
お
伺

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
政
策
課
広
報
統
計
係

（
�
○６３
 

４
０
３
４
）

　
　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
の
人

１２

１０

権
週
間
は
、
昭
和　

年　

月　

日

２３

１２

１０

の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、

本
年
で　

年
目
を
迎
え
、
全
国
各

６２

地
で
人
権
に
関
す
る
各
種
の
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
人
権
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

と
ご
回
答
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

第　

回
人
権
週
間

62

　

３
食
き
ち
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
。

　

出
水
市
健
康
増
進
計
画
「
健
康
い
ず
み　

」
の
６
つ
の
健
康
づ

２１

く
り
の
領
域
の
中
で
、
今
回
は
、「
栄
養
・
食
生
活
」
に
つ
い
て
本

市
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

身
の
回
り
に
は
、
多
種
多
様
な
食
品
が
あ
ふ
れ
、
食
べ
た
い
も

の
を
食
べ
た
い
だ
け
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
食
生
活
の
中
で

抱
え
る
問
題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
性
別

に
よ
っ
て
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
思
春
期
や
青
年
期
で
は
女
性

の
や
せ
が
問
題
に
な
り
、
壮
年
期
以
降
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
高
ま
り
、
高
齢
期
で
は
、
低
栄
養
に
留
意
す

る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
み
る
と
、
１
日
３
回
食
事
を
取
っ

て
い
る
人
は
、
全
体
の
８
割
で
し
た
。
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
、

ま
た
、
若
い
世
代
の
方
が
１
日
３
回
食
事
を
取
ら
な
い
割
合
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
高
校
生
で
は
、
約　

％
が
毎
日
朝
食
を

１５

取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
食
生
活
で
改
善
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
と
の
問
い
に
は
、
約　

％
の
方
が
、
改
善
し
た
方
が
い

７４

い
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
回
答
さ

れ
て
い
ま
す
。
男
性
よ
り
女
性
の
方

が
、
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
が
改
善

し
た
方
が
い
い
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
割
合
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

食
生
活
で
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は

あ
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
具
体
的
に

改
善
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
の
割

合
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人

が
、
自
ら
の
食
生
活
を
見
つ
め
直
し
、

３
食
き
ち
ん
と
食
べ
て
、
質
・
量
と

も
に
自
分
に
あ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
が
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　�

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　�

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　�

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　� 55
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老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
・
繰
り
下
げ

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て　

歳
で
す
が
、

６５

　

歳
前
に
繰
り
上
げ
て
減
額
さ
れ

６５た
年
金
の
受
給
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
降
に
繰
り
下
げ

６６

て
年
金
を
受
給
す
る
場
合
は
、
年

金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

◎
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
減
額
さ

れ
た
年
金
額
は
、　

歳
に
な
っ

６５

て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
、
一
生
減
額
さ
れ
た
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
受
給
権
が
発
生
し
た
後
は
、
裁

定
請
求（
年
金
を
受
給
す
る
手

続
）の
取
り
消
し
ま
た
は
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
受
給
権
が
発
生
し
た
後
は
、
原

則
と
し
て
、
障
害
基
礎
年
金
を

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

◎
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
は
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

◎
繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合　

歳
６５

に
な
る
ま
で
遺
族
厚
生
年
金
ま

　

ト
ラ
ブ
ル
増
加
！

　
　
　

保
証
人
ビ
ジ
ネ
ス

保
証
人
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

　

日
常
生
活
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
連
帯
保
証
人
や
身
元
保
証

人
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
家
族

構
成
や
家
族
間
の
人
間
関
係
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
に
お

い
て
は
、
保
証
人
を
用
意
で
き
な

い
場
合
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
保

証
人
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
の
が

保
証
人
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

保
証
人
ビ
ジ
ネ
ス
の
被
害
実
態

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
被
害
で
は
、

「
家
賃
債
務
保
証
業
」
と
「
保
証

人
紹
介
業
」
に
よ
る
も
の
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

家
賃
債
務
保
証
の
被
害
は
、

「
過
酷
な
取
り
立
て
」
や
「
賃
貸

住
宅
の
鍵
交
換
な
ど
の
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
」、「
賃
貸
住
宅
内
の
荷
物
の

搬
出
・
処
分
」
な
ど
の
「
追
い
出

し
屋
」
被
害
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

保
証
人
紹
介
業
で
は
、
保
証
人

の
紹
介
を
申
し
込
ん
だ
場
合
と
名

義
を
貸
し
て
保
証
人
と
な
っ
た
場

合
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
ん
だ
場
合
で
は
、
①
保

証
人
を
紹
介
し
て
く
れ
な
い
、
②

申
し
込
ん
だ
後
に
解
約
を
申
し
出

た
が
、
解
約
手
数
料
を
請
求
さ
れ
、

保
証
料
も
返
還
さ
れ
な
い
、
③
解

約
に
応
じ
て
も
ら
え
ず
更
新
手
数

料
な
ど
を
請
求
さ
れ
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　

保
証
人
と
な
っ
た
場
合
の
被
害

は
、
債
務
に
よ
る
迷
惑
は
一
切
か

け
な
い
と
い
う
業
者
と
の
約
束
が

無
効
と
な
り
、
多
大
な
負
債
を

負
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
る
根

本
的
な
原
因
と
し
て
、
業
者
を
規

制
す
る
法
律
が
な
い
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
現
在
法
案
が
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
立
す
る
時

期
は
不
明
で
す
。

　

保
証
人
を
頼
む
場
合
や
保
証
人

に
な
る
場
合
は
、
そ
の
性
質
上
、

慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て
判
断
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

た
は
遺
族
共
済
年
金
は
併
給

（
同
時
に
年
金
を
受
給
）で
き
ま

せ
ん
。（　

歳
以
降
は
併
給
さ
れ

６５

ま
す
）

※
厚
生
年
金
期
間
が
１
ヵ
月
以
上

あ
る
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
請
求
を
さ
れ
る
場
合
は
、

　

歳
到
達
月
に
手
続
が
必
要
に

６５な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
今
月
は
２
回
あ
り
ま
す
。

相
談
日　
　

月
８
日（
水
）

１２

場　

所　

高
尾
野
支
所
２
階
会
議

室
相
談
日　
　

月　

日（
水
）

１２

１５

場　

所　

野
田
支
所
別
館
大
会
議

室
時　

間

　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後
０
時　

１０

１５

分
ま
で

　

▼
午
後
１
時
か
ら
同
３
時
ま
で

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
等

相
談
員　

川
内
年
金
事
務
所
職
員

※
な
お
、
込
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
、

年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
）、
年
金
証
書
、
運

転
免
許
証
等
、
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来

ら
れ
る
場
合
に
は
、「
委
任

状
」
お
よ
び
代
理
の
方
の
身

分
を
証
明
す
る
も
の（
運
転

免
許
証
等
）が
必
要
に
な
り

ま
す
。（
委
任
状
に
は
、
相
談

内
容
も
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。）

※
委
任
状
を
ご
本
人
が
記
入

　

で
き
な
い
場
合
は
、
川
内

　

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
川
内
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
相
談
の
予
約
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

（
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先

川
内
年
金
事
務
所（
�
０
９
９

６－

２
２－

５
２
７
６
）

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
てててててててててて

知
っ
て
て

よよよよよよよよよよ
かかかかかかかかかか
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！

よ
か
っ
た
！
　

消
費
生
活
情
報

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

　午前９時３０分～午後４時（正午から午後１時までを除く）

　本庁市民生活課内（�６３－２１１１ 内線135）

○水曜日

　午前９時３０分～正午

　野田支所市民福祉課内（�６３－２１１１ 内線741）

○水曜日

　午後１時３０分～同４時

　高尾野支所市民福祉課内（�６３－２１１１ 内線453）

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
２
１
１
１
）

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合
は

次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
く

さ
い
。
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高
尾
野
中
学
校
で
は
、

全
校
生
徒
・
職
員
に
よ
る
朝

読
書
で
さ
わ
や
か
な
一
日

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
図

書
館
に
は
、「
新
着
本
」

コ
ー
ナ
ー
、「
旬
の
本
」コ
ー

ナ
ー
な
ど
設
置
し
多
く
の

生
徒
に
図
書
館
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
家
庭

で
も
毎
月　

日「
子
ど
も
一

２３

緒
に
読
書
の
日
」の
啓
発
を

行
い
、
親
子
読
書
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
　

月
は
、
本
校
の「
読
書

１１
月
間
」で
生
徒
が
読
書
に
親

し
め
る
よ
う
に「
教
職
員
に

よ
る
思
い
出
の
一
冊
」の
紹

介
、「
必
読
図
書　

選
」ス
タ

１００

ン
プ
ラ
リ
ー
や「
読
書
標

語
」「
読
書
短
作
文
」の
募
集

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
生

徒
が
、
楽
し
み
な
が
ら
読

書
に
親
し
め
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

全校生徒・職員による朝読書の
様子

図書館の本を読みたくなるような
工夫

読書月間中の読書標語の募集と
掲示

　
　

月　

日
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て

１０

２５

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
図
書
館
二
〇
一
〇
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
文

部
科
学
省
と
日
本
図
書
館
協
会
が
共
催
で
、

図
書
館
振
興
の
た
め
に
、
平
成　

年
に
第

１６

１
回
目
が
開
催
さ
れ
、
国
民
読
書
年
の
今

年
、
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
会
場
に
は
、
全
国
の
図

書
館
関
係
者
、
民
間
企
業
、
図
書
館
司
書

専
門
講
座
受
講
生
な
ど
約　

人
の
参
加
者

１６０

が
集
ま
り
、
全
国
の
３
つ
の
事
例
発
表
と
、

「
�
待
つ
�
図
書
館
か
ら
�
攻
め
る
��
つ
な

が
る
�
図
書
館
へ
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
新
潟
市
立
図
書
館
の

「
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
」と

題
し
て
、
先
進
設
備（
情
報
）を
駆
使
し
た

課
題
解
決
サ
ー
ビ
ス
の
発
表
が
あ
り
、
続

い
て
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
の「
文
化

発
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
図
書
館
」と
題

し
た
民
間
企
業
と
連
携
し
た
新
し
い
図
書

館
活
動
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
、
出
水
市
の
溝
口
教
育
長
が「
地

域
一
体
と
な
っ
た
読
書
推
進
と
公
立
図
書

館
‐
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
」と
題
し
た
出
水
市
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
事
例
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事

例
発
表
者
に
対
す
る
会
場
か
ら
の
質
疑
に

応
じ
る
形
で
進
め
ら
れ
、
出
水
市
の
発
表

に
つ
い
て
は
、
参
加
者
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
質
問
を
受
け
、
溝
口
教
育
長
と

熱
心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
指
導
助
言
の
立
場
で
参
加
さ
れ
た
慶

応
義
塾
大
学
教
授
の 
糸  
賀  
雅
児 
先
生
も
、

い
と 
が 

ま
さ
る

「
３
つ
の
事
例
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
視

点
に
立
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
意

義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。」と
講
評
を
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
は
、
自
治
体
で
市
全
体
を

上
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
出
水
市

の
活
動
に
つ
い
て
大
変
評
価
さ
れ
、
ぜ
ひ
、

出
水
市
を
訪
問
し
た
い
と
感
想
を
述
べ
ら

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
今
回
の
事
例
発
表
で
、

出
水
市
の
活
動
が
全
国
に
向
け
て
発
信
で

き
た
こ
と
は
、
今
後
の
出
水
市
の
読
書
活

動
が
さ
ら
に
、
前
進
す
る
一
歩
と
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
ををををををををををををををををををををを
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

出
水
市
の
取
組
を
全
国
へ
発
信
！

学
校
の
読
書
活
動 

高
尾
野
中
学
校

パネルディスカッションで、会場からの質問に答える溝口教育長
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図書館だより 図書館だより 図書館だより 

＜平成２２年１２月　移動図書館運行表＞
運行日

運行時間ステーション名
１２　月

７日
２１日

１０：００～１０：２０西之口団地公民館
第１・３
火曜日 １４：３０～１４：５０ラ・フォンテいずみ

１５：００～１５：２０鹿島公民館

１日
１５日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

第１・３
水曜日

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：１０～１４：３０茶円堀住宅

２日
１６日

９：４０～１０：００鶴亀タウン
第１・３
木曜日 １０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場

１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

３日
１７日

９：４０～１０：００栗毛野公民館
第１・３
金曜日
　

１０：１０～１０：３０江川野公民館
１０：４５～１１：０５内野々下公民館
１４：１０～１４：３０菅原神社（荘上・荘下）

１４日
２８日

９：５０～１０：１０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１０：２０～１０：４０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：５５～１５：１５ウッドタウン公民館

８日
２２日

９：５０～１０：１０元町公民館第２・４
水曜日 １０：２０～１０：４０今釜西公民館

９日
１０：４０～１１：００受口公民館

第２・４
木曜日 １４：１０～１４：３０屋地公民館

１４：４０～１５：００熊野神社前

１０日
２４日

１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４
金曜日 １５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

≪幼児・小学生≫
●　「あの夏、ぼくらは秘密基地で」　　三輪裕子　作
●　「クリスマスのきせき」　　高畠那生　作・絵
●　「チームあかり」　　吉野万理子　作　
●　「ぼくはぼくのえをかくよ」　　荒井良二　作・絵
●　「見習い魔術師トトの冒険　①・②」　　立石彰　作
●　「ドラゴンはキャプテン」　　茂市久美子　作
●　「おかのうえのギリス」　　マンロー・リーフ　文
●　「哲夫の春休み」　　　斉藤惇夫　作
●　「アマンダとくまの子」　　ターシャ・テューダー　著
●　「たのしいマジック」　　ゆうきとも　著　　　　・・・等

≪中学生・高校生≫
●　「１３歳のシーズン」　　あさのあつこ　著　
●　「建築家への道のり」　　安藤忠雄　著
●　「ラスト★ショット」　　ジョン・ファインスタイン　作　・・・等

≪一般≫
●　「お初の繭」　一路晃司　著　【日本ホラー小説大賞受賞】
●　「昼咲月見草」　　野中柊　著
●　「マキリ」　　安達千夏　著
●　「チーズと塩と豆と」　　井上荒野・江國香織ほか　著
●　「歌うクジラ　上・下」　　村上龍　著
●　「若様組まいる」　　畠中恵　著
●　「ぎっちょんちょん」　　群ようこ　著
●　「灰色の虹」　　貫井徳郎　著
●　「ツリーハウス」　　角田光代　著
●　「ほかげ橋夕景」　　山本一力　著
●　「ボディ・メッセージ」　安万純一　著　【鮎川哲也賞受賞】
●　「ピスタチオ」　　梨木香歩　著
●　「坂の下の湖」　　石田衣良　著
●　「どつぼ超然」　　町田康　著
●　「オリーヴ・キタリッジの生活」　　エリザベス・ストラウト　著　・・・等

新新新新新新新新新新ししししししししししいいいいいいいいいい本本本本本本本本本本のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介新しい本の紹介（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定））））））））））（予定）

＜開館時間・休館日＞

１２月のおはなし会・親子読書会

１２月及び年末年始の休館日開 館 時 間
６日、１３日、
２０日、２７日、
２９日～３１日、
１月１日～４日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

中央図書館 
（�６３－２１０５）

３日、１０日、
１７日、２４日、
２９日～３１日、
１月１日～４日

　午前９時～午後６時

高尾野図書館
（�８２－５４５２）
野田図書館
（�８４－３１００）

○中央図書館　【おはなしのへや】
１日（水）、８日（水）、１５日（水）、２２日（水）

日　時
午後４時から

○高尾野図書館　【おはなしのへや】
６日（月）、１３日（月）、２０日（月）、２７日（月）

日　時
午後４時から

○野田図書館　【おはなしのじかん】
２日（木）、９日（木）、１６日（木）、２３日（木）

日　時
午後４時から

○高尾野図書館　親子読書教室　【すくすく】
１４日（火）

日　時
午前１０時３０分から

○中央図書館　【だっこＤＥえほん】
２５日（土）

日　時
午前１０時から

【一般書】

『華の人　有田に生きた　
薔薇の貴婦人・敏子の物語』

伊藤　緋紗子　著
小学館

図書館員おすすめの本 図書館員おすすめの本 
【児童書】

　『ミアの選択』
ゲイル・フォアマン　著

小学館

　大正１３年、北海道旭川か
ら佐賀県有田へやってきた
モダンガール。
　有田の名門窯元の跡取り
と結婚し、伝統的な旧家の
考え方やしきたりにとまど
い、傷つきながらも「私に
はここでするべきことがた
くさんある。」と、前向きに
明るく生きた深川敏子。
　大正から昭和へかけての
激動の時代に、多くの人に
影響を与えた女性の熱く力
強い人生を描く、実話に基
づいた小説です。

　雪の日、交通事故にあい、
両親と弟を失い、自分も瀕
死の負傷を負ったミア。
　自分はこれからどうなる
のか、家族の待つ「場所」
へ行くのか、つらくても今
の世界にとどまるのか・・
　ミアは、最後にどんな選
択をするのでしょう？
　中学生以上の「ヤングア
ダルト世代」にオススメで
す。
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年 末 年 始 は 

年 末 年 始 に お い て は 、 住 民 の 活 動 や 移 動 が 活 発 に 交 通 事 故 死 亡 者が９ 人 （ 1 0 月 末 ） 
な り 、 い ろ い ろ な 事 件 や 事 故 の 多 発 が 懸 念 さ れ ま す 。 ◆ ９ 人 中 ５ 人 が 高 齢 者 で す 。 
出 水 警 察 署 と 防 犯 協 会 で は 、 事 件 ・ 事 故 を 防 止 す ◆ 道 路 横 断 中 が ５ 件 で す 。 左 右 確 認 

る た め に 1 2 月 1 0 日 ～ 1 月 1 0 日 を 年 末 年 始 特 別 警 戒 、 を 確 実 に し ま し ょ う 。 
材 射 反 光 夜 は 中 行 歩 間 夜 で 等 歩 散 ◆ 。 す ま い て し と 間 期 動 運 全 安 域 地 

等 を 着 用 し ま し ょ う 。 
◆ 運 転 中 は 安 全 確 認 を 確 実 に し 運 転 

◇ 金 融 機 関 を 対 象 と し た 強 盗 事 件 へ の 警 戒 強 化 操 作 を 間 違 え な い よ う に 十 分 気を 
◇ 性 犯 罪 ・ ひ っ た く り 等 の 街 頭 犯 罪 の 抑 止 つ け ま し ょ う 。 

◆ 出 合 い 頭 衝 突 に よ る 死 亡 事 故 も 
２ 件 あ り ま す 。 交 差 点 で は 信 号 機 の 有 無 に か か わ 
ら ず 安 全 確 認 を 怠 ら な い よ う に し ま し ょ う 。 

飲 酒 運 転 検 挙 者激増 続 く 
成 平 2 0 年 １ １ 人 （ 同 年 1 0 月 末 現 在 

平 成 2 1 年 ２ ４ 人 （ 同 年 1 0 月 末 現 在 ） 

地 域 安 全 モ ニ タ ー 、 少 年 警 察 ボ ラ ン テ ィ ア 
平 成 2 2 年 ４ １ 人 （ 同 年 1 0 月 末 現 在 

自 治 連 防 犯 交 通 部 、 自 主 防 犯 パ ト ロ ー ル 隊 等 関 
信 じ が た い 数 字 で す 。 こ れ は 検 挙 さ れ た 数 で す 

考 と る あ が 転 運 酒 飲 の く 多 と っ も は に 際 実 、 で の 
ん さ 皆 の 者 係 、ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。 え ら れ ま す 。 

◆ 飲 酒 運 転 の 罰 則 が 大 幅 に 強 化 さ れ て い ま す 
◆ 家 の 戸 締 ま り ・ 鍵 か け を 確 実 に し ま し ょ う 。 ・ 酒 気 帯 び 運 転 は ， ３ 年 以 下 の 懲 役 ・ 5 0 万 円 以 下 の 罰 金 
本 年 ９ 月 末 ま で に 住 宅 侵 入 盗 が 3 1 件 発 生 し て い ま ・ 酒 酔 い 運 転 は ， ５ 年 以 下 の 懲 役 ・ 1 0 0 万 円 以 下 の 罰 金 
す。 昨 年か ら 多 発 の状況が 続 いていま す 。 そ の 他 社 会 的 信 用 を 失 う 等 ， そ の 損 失 は 計 り 知 れ ま せ ん 。 
◆ 自 転 車 に は 防 犯 登 録 と 二 重 ロ ッ ク を し ま し ょ う 。 ◆ 飲 酒 の 場 に は 車 （ 運 転 し て ） で 行 か な い よ う に 
本 年 ９ 月 末 ま で に 自 転 車 3 5 台 が 盗 ま れ ま し た 。 し ま し ょ う 。 

活 動  紹 介 （ 全 国 地域 安 全運 動 か ら ） 

猟銃事故に 気 をつけまし ょ う 

狩 猟 が 始 ま っ て いま す 。 県 下 では 毎 年 狩猟 事 故 が 発 
生 し て いま す 。 ハン タ ー の 方 は もち ろ ん 一 般 の 方 も 気 
を つ け ま し ょ う 。 
【 市 民の方 は 】 
山 に 入る 時 は 、ハ ン タ ー の 目 に 付 き や す い 赤 や 黄 色 

等 の 目 立つ 色 の 服装 で 、 携 帯 ラ ジオ や 鈴 な ど 音 の 出 る 
物 で 自 分 の 存 在 を 知 ら せ る よ う に し ま し ょ う 。 
【 ハ ン タ ーの 方 は 】 
矢 先 の 安 全確 認 、 脱 砲 の 励 行 、 共 猟 者 の 位 置 確 認 等 、 

狩 猟 の 基本 を 守 って 事 故 を 起 こ さな い よ う 細 心 の 注 意 
。 う ょ し ま い 払 を 

年 末 年  始  地  域  安全 運 動 交 通 事故 に も気 をつ けまし ょ う 

防犯キ ャ ンペー ン ( Ａコ ー プ西出水 店 ) 通学路防 犯 診 断 ( 米 ノ 津 小 ) 住宅 防 犯 診 断 ( 野田 地 区 ) 

　期間中、警察による警戒強化をはじめ、防犯協会等
自主団体による街頭キャンペーン、金融機関等におけ
る振り込め詐欺被害防止キャンペーン、防犯広報車で
の広報や管内青色回転灯装着車（通称青パト）の合同
パトロール等を実施します。 

セキュリティタウン　安心の街　いずみ 

出水市防犯協会 63-1500 
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　赤鶏農業協同組合はおいしさを追求した純
国産鶏種の「赤鶏さつま」を生産・加工してい
る専門農協です。
　もともとおいしさに定評のある鶏種にハー
ブ、麦入りの植物性タンパク質の豊富な飼料を
与えているため、さらにおいしさがバージョン
アップし、適度な歯ごたえと風味のよい鶏肉に
仕上がりました。　
　当組合の獣医師による育成管理と国の定め
た食鳥検査制度に従って全数チェックし合格
した鶏だけを、ＨＡＣＣＰの認証を取得した、
最新鋭の工場で加工しています。　
　「私たちは、お客様に安心して食べてもらえ
る鶏肉を作ります」をスロ－ガンに安全安心な
製品作りに日々取り組んでいます。　
　また、赤鶏唐揚げ専門店「コッコ屋」のフラ
ンチャイズも展開しており、現在７店舗を営業
しています。

※ＨＡＣＣＰ
食品の原料の受け入れから製
造・出荷までのすべての工程
において、危害の発生を防止
するための重要ポイントを継
続的に監視・記録する衛生管
理手法。

赤鶏農業協同組合
おいしさと安全・安心を提供します
事業概要：養鶏指導および鶏肉処理加工販売
主要品目：赤鶏さつま　鶏肉、唐揚げ（コッコ屋）
操　　業：２００２（平成１４）年３月
資 本 金：３，０００万円
従業員数：１２８人（本年10月末現在）　
所 在 地：出水市野田町下名９１
連 絡 先：（０９９６）８４－２０２２

　株式会社マルマエは、液晶、半導体、太陽電
池等を製造する装置に使用される各種高精度
部品を、小型高精度加工機から大型５面加工機
など、日本有数の加工機械群を駆使して製造し
ています。　
　技術的にお客さまが困られている案件の解
決を特に重視しており、これまでの実績から得
た経験とノウハウにより、加工法の提案まで行
います。また、素材調達から加工・組立・輸送
まで一貫受注できる体制を構築しています。　
今後も、「技術は究極を目指し」、「競争と協調
を尊び」、「技術注力企業として社会に貢献す
る」ことを経営理念として、「モノづくり技術の
リーディングカンパニー」を目指しています。

株式会社　マルマエ
進化する技術で未来を開く
事業概要：精密切削加工業、装置組立事業
主要品目：ＦＰＤ・太陽電池・半導体製造装置
　　　　　および関連部品
操　　業：１９８８（昭和６３）年１０月　
資 本 金：５億８２５万円
従業員数：１１０人（本年10月末現在）
所 在 地：出水市高尾野町大久保３８１６番４１
連 絡 先 ：（０９９６）６４－２８６２

輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「輝け！出水の「モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業モノづくり企業」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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家
族
で
稲
刈
り
交
流

〜
文
化
地
区
む
ら
づ
く
り
会
〜

　１０月１０日、文化町の水田で文化地区むらづくり会
および文化地区環境保全会（鳥里幸治会長）と関係４
自治会の家族、西出水小学校の児童合わせて約１２０
人が参加して行われました。
　参加者は秋晴れの中、稲刈りと掛け干し体験を通
して、農業に対する理解と関心を深めるとともに、
自治会の枠を飛び越えて交流を図り、慣れない農作
業に挑戦していました。

　１０月１２日、ドイツからロータリークラブの研究グ
ループのメンバー６人が文化体験および親睦を深め
るため来市。
　その後、受け入れ先である出水ロータリークラブ
（坂東憲幸会長）とクレインパーク等の施設を見学し
ました。また日本文化をより身近に体験するため市
内にホームステイを行い交流と親睦を深めました。

ド
イ
ツ
か
ら
出
水
市
を
視
察
交
流

〜
ド
イ
ツ
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
と
の
交
流
〜

　１０月１１日、上場小学校グラウンドで上場地区畜産
振興会（前田正道会長）と上場地区むらづくり委員会
（竹園徹委員長）の主催で「バーベキュー in上場高
原」がありました。
　地区の畜産振興会が中心となり地元産の牛肉・牛
乳・野菜を活用し、昭和５９年からコスモスの開花時
期に毎年開催されており、今年も約３００人が参加し、
おいしい肉をお腹いっぱい食べていました。

　全国緑化かごしまフェア「緑のカーテンコンテス
ト」で、大川内中学校（四元清路校長）が優秀賞を受
賞しました。
　環境教育の一貫として、全校生徒２３人で取り組み
育ててきた琉球アサガオのグリーンカーテンが横２４
㍍高さ８．５㍍のビッグサイズへと成長。教室に優し
い光を届け落ち着いた学習環境をつくり出すグリー
ンカーテン。生徒たちも心豊かに成長しています。

秋
の
夜
長
に
お
い
し
く

楽
し
く
交
流

〜
広
瀬
川
い
も
煮
会
〜

　１０月５日、広瀬川親水広場で、恒例の広瀬川いも
煮会（鳥里一義代表）が開催されました。
　本会は、異業種交流を通じて今後のまちづくりと
地産地消により地元のおいしい食材を食べて知って
もらう交流の場をつくろうと毎年１回開催し、今年
で１９回目。
　参加者は釜番の三原久正さんのもと、振る舞われ
たいも煮とかっぽ竹焼酎で冷えた体を温めながら楽
しく交流していました。

ツ
ル
保
護
活
動
の
た
め
に

〜
ツ
ル
休
遊
地
借
り
上
げ
確
約
書
調
印
式
〜

　１０月６日、鹿児島県ツル保護会（渋谷俊彦会長）と
ツル休遊地地権者会（船島惠会長）との平成２２年度ツ
ル休遊地借り上げ確約書の調印式が市役所で行われ
ました。
　船島会長は「地域住民としてツル保護活動に役立
てれば」と確約書に調印。借り上げ額は、１０㌃ あ
たり４万円で１６季連続の据え置き。なお東干拓地域
は、出水干拓東土地改良区（樺山守理事長）と９月２２
日に調印しました。

大
自
然
の
中
で

花
よ
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

〜
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

上
場
高
原
〜

in

全
国
緑
化
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア
で

優
秀
賞

〜
大
川
内
中
学
校
〜
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祝
初
優
勝
！
渡
瀬
口
自
治
会

〜
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

　第５回自治会対抗ソフトボール決勝大会が１０月
１７日、１８日の両日、市多目的広場で行われました。
　決勝戦は、渡瀬口自治会と西水流自治会の顔合
わせとなり初優勝をかけた対戦となりました。試
合は渡瀬口自治会が西水流自治会を下し初優勝。
　また、３位は櫓木・針原自治会、八幡自治会で
した。

　１０月２２日、出水市民交流センターでツル観光シー
ズンを前に出水市もてなしの心育成協議会（宗像義
政会長）主催で、接遇研修会が開催されました。
　市内の観光関連事業者等を対象に平成７年から毎
年行われており、今回は１２事業所２５人が参加。
　参加者は、ツル観光シーズンを前に自身と事業所
の接遇向上に向け、研修を受講していました。

も
て
な
し
の
心
で
温
か
い
接
遇
を

〜
出
水
市
も
て
な
し
の
心
育
成
協
議
会
〜

　１０月１９日、出水市社会福祉会館で、出水市もてな
しの心育成協議会（宗像義政会長）主催の、障害があ
る観光客に対する接遇研修会が実施され市内の１０団
体２７人が参加しました。
　研修では、グループワークにより障害がある観光
客に対する接遇方法を学び、実践研修では車いすの
扱い方や自ら体験することで、もてなしの心による
接遇向上に努めていました。

い
ず
み
ツ
ル
ガ
イ
ド
博
士
を
目
指
し
て

〜
い
ず
み
ツ
ル
ガ
イ
ド
博
士
検
定
〜

　１０月２３日、第１回「いずみツルガイド博士」検定を
市内小中高生を対象に開催しました。
　当日は小学３年生から高校生までの４７０人が受検。
得点に応じて１～５級を認定し、１級合格者は、１２月
の「ガイド実技試験」に合格すると、「いずみツルガ
イド博士」の称号が贈られます。受検者はツルの知識
を競い合い問題を解いていました。

　１０月２３日、ＮＰＯ法人ロマンランド北さつま（松
ヶ野正行理事長）主催で、子どもたちに足踏み脱穀
機を使っての脱穀体験が実施されました。
　春から始まった稲作体験の最終回で、自分たちで
育てた稲を現在では使われなくなった足踏み脱穀機
を使い脱穀、親子で楽しく作業を行いました。
　昼食には、自分たちで育てた米と豚汁を食べて稲
作体験は楽しい思い出を作り終了しました。

明
治
時
代
の
脱
穀
作
業
を
体
験

〜
ロ
マ
ン
ラ
ン
ド
北
さ
つ
ま
〜

土
に
ま
み
れ
て

農
業
体
験
で
交
流

〜
沖
田
自
治
会
〜

　１０月２３日、沖田自治会と日本アルコール産業（株）出
水工場がさつまいもの収穫祭を行いました。
　農業体験を通して地域住民との交流と親睦を深める
ことを目的として、日本アルコール産業（株）出水工場
主催で３年前よりアルコール工場内の畑を利用し行っ
ている事業。
　当日は、総勢３７人が参加し、大きいもので約２．８㎏
のさつまいもが採れる大収穫祭となりました。

ツ
ル
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
接
遇
研
修

〜
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー
接
遇
研
修
会
〜
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口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部

を
設
置

ミ
カ
ン
の
花
に
囲
ま

れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　薩摩三大関所の一つである野間之関で第２回野間
之関所まつりウォーキング大会（米ノ津東自治会主
催）が開催されました。
　市内外からの参加者約２５０人は通行手形を手に同
関所を出発し、ミカンの花が満開の中、６キロのコ
ースを楽しみました。

新
鮮
！
お
さ
か
な
市

消
防
活
動
へ
尽
力

　桂木政利さん（上松：写真前列左）と玉利和敏さん
（西町：写真前列右）に内閣総理大臣から瑞宝単光章
が贈られ、４月２７日、市長に報告がありました。
　桂木さんは元消防職員、玉利さんは元消防団員と
して永きにわたり消防活動に貢献された功績を認め
られたものです。

ツ
ル
保
護
へ
の
ご
寄
付
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

開
催

　味噌なめての碑公園で５月９日、味噌なめてまつ
り（小原地区むらづくり委員会主催）が開催されまし
た。
　農地を切り開いた先人の開墾の様子を再現した伝
統芸能の「新地節」が披露され、多くの見物客から拍
手が送られていました。

坂
本
龍
馬
と
薩
摩
・
出
水

〜
歴
史
講
座
〜

　１０月２３日、市音楽ホールで平成２２年度歴史講座
が開催されました。
　今回の講座は、本市出身の歴史作家、桐野作人
（きりのさくじん）さんを講師に招き、「坂本龍馬と
薩摩・出水」と題して講演がありました。出水を
訪れた龍馬のエピソードなどに、約２００人の聴衆が
興味深く耳を傾けていました。

　１０月２６日、川端通り会（永岩三郎会長：写真左か
ら２人目）より、鹿児島県ツル保護会（渋谷俊彦会
長）が寄付をいただきました。
　これは、同会が９月２２日に出水公会堂で開催した
「ぐいぐい祭り」で募金を募り、集まったものを寄
付されたものです。寄付と一緒に同会のツルの保護
活動に対する熱心な気持ちも受けとるものとなりま
した。

県
ツ
ル
保
護
会
に
寄
付

〜
川
端
通
り
会
〜

早
期
整
備
を
目
指
し
て

〜
国
道
５
０
４
号
さ
つ
ま
町
・
出
水
市

区
間
改
良
整
備
促
進
議
員
期
成
会
〜

　１０月２５日、国道５０４号さつま町・出水区間の整備
促進と道路財源の確保について、国道５０４号さつま
町・出水市区間改良整備促進議員期成会（�崎正風
会長）の総会が開催されました。
　会に先立ち、工事区間の現場視察。改めて地場産
業の活性化のための早期完成を目指して、整備促進
と道路財源の確保についての決議を採択しました。

新
し
い
観
光
の
在
り
方
を
学
べ

〜
観
光
講
演
会
〜

　新幹線全線開業を控え、今求められている観光の在
り方、観光プランの作り方についての講演会が、観光
協会（宗像義政会長）主催で１０月２７日、市中央公民館で
開催されました。
　観光業、行政など各方面からの参加がありました。
参加者はグループワークでそれぞれの考えを述べ合い、
まとめた企画を発表していました。

　出水市の魅力を内外に広く発信することを目的と
した出水観光ボランティアガイド検定が１０月３１日、
さつま出水青年会議所（岩崎憲二理事長）主催で実施
されました。
　試験会場となった市総合体育館には市内外から９９
人が受検。
　受検者らは出水の観光、歴史などの問題を解いて
いました。

郷
土
を
題
材
に

観
光
ガ
イ
ド
検
定

〜
出
水
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
検
定
〜

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

〜
出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
〜

　実践的な商業を体験する目的で、生徒が仕入れから
販売、会計まで行う出水商業デパートが１０月３１日、出
水商業高校（小山田文明校長）で開催されました。
　食料品や日用品、家電製品などのほか、県内高校生
産加工品などの販売もあり、今年も大盛況の商業デパ
ートとなりました。
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ツ
ル
を
見
に
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ

〜
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
〜

　ツルの渡来が始まり、１１月１日、ツル観察セン
ターがオープンし、出水市観光協会（宗像義政会
長）の主催で記念式典が開催されました。
　式典では、ミス鶴むすめから出水市ツル親善大
使への引継ぎ、ツルへの餌まき、紅白の餅投げが
行われ、出水の観光が活気づく、ツルシーズンの
始まりを祝いました。

　１１月３日、西日本オールドカーフェスティバル実
行委員会（特手祐治実行委員長）主催で「第２３回西日
本オールドカーフェスティバルｉｎのだ」が市野田
グラウンドで開催されました。
　秋晴れの下、国産・外車を問わず約２４０台の車と
ビッグバイクが集結。
　オールドカーファンや家族連れが多く訪れ、往年
の名車を前に目を輝かせ、時がたつのも忘れ楽しん
でいました。

不
知
火
海
冬
の
風
物
詩

ケ
タ
打
瀬
漁

〜
北
さ
つ
ま
漁
協
協
同
組
合
〜

　伝統的な漁法のケタ打瀬漁が始まりました。
　１１月１日、冷たい北風を白い帆いっぱいに受けた
船が、鉄製のツメ２３本がついたケタと呼ばれる漁具
で、狙うは水深２０メートルから３０メートルの砂地に
潜んでいるクマエビ。
　冬の風物詩は来年３月１５日まで、八代海で見られ
ます。

イ
モ
掘
り
っ
て
楽
し
い
な

〜
紫
翠
幼
稚
園
〜

　１１月５日、地域の老人会の方々と紫翠幼稚園の園児
１１９人がいっしょになってイモ掘りを楽しみました。
　園児たちに農業体験してもらいたいと、畑は門田建
設が無償で貸し出したもの。
　後日、収穫したイモを地域老人会の方々と園児でふ
かして秋の味覚を味わいました。

　１１月２日、川端通り会（永岩三郎会長）主催で、第
２回綱引き大会が出水公会堂で開催されました。
　参加は去年の３０チームを上回る３２チーム。
職場仲間や友人同士で構成されたチームで、気持ち
をひとつに綱を精一杯引いていました。
　優勝はチームガミロック、準優勝はY－SPOT、
３位は�ヒラヤマとなりました。

チ
ー
ム
一
丸
力
の
限
り
！

〜
綱
引
き
大
会
〜

出
水
麓
地
区
で
時
代
絵
巻

〜
出
水
麓
ま
つ
り
〜

　１１月６日、出水麓地区で出水麓街なみ保存会（山下
真孝会長）の主催で出水麓まつりが盛大に開催されま
した。今回は記念すべき１０回目の開催。
　総勢１００人の武者行列、出水の郷土芸能などの披露
があり、１日中多くの見物客で賑わいました。
　出水麓地区が歴史ロマンに包まれた秋の日となりま
した。

懐
か
し
い
名
車
の
共
演

〜
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
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【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課広報統計係
　　　�０９９６－６３－４０３４

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありま
すので、詳細な内容については、広告主に直接、お問い
合わせください。
　広報いずみの発行部数は２１，７００部で市内のほぼ全世帯
に配布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告
知にもご利用ください�　ただし、掲載予定ページを限
定していますので、掲載希望が多数の場合は、調整させ
ていただくことがありますのでご了承ください。

葬儀の規模や葬儀費用のこと、分かりますか？

いろいろある葬儀のカタチ、ご存じですか？

事前に葬儀会場を見ておかなくていいですか？

ファミール
家族葬

いつか、話し合いたいと思っていた。
かけがえのない、家族のために お葬式のこと もっとちゃんと知っておきたい…。

事前相談受付中
宗教・宗派問わずご相談下さい。

コ コ ロ イチ番

☎63-5561出水市緑町49番31号
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広報いずみ ２０１０（平成２２年）１２月号 28

○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、次のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児］：小児科当番医（午前１０時～正午）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

１２　　　　月
担 当 医 療 機 関日

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター
［夜］１（水）
［夜］２（木）
［夜］３（金）

�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［当］

５（日）
�○６３ ３１５１沖田耳鼻咽喉科市川医院［当］
�○７２ ００３８（阿久根市）内・外科喜多医院［当］
�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］
�○６４ １５００鹿島小児科こどもクリニック永松［児］
�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］６（月）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター
［夜］８（水）
［夜］９（木）

�○６７ １０３３元町（出水）内科中村医院（米ノ津）［当］

１２（日）

�○８４ ２００５田多園内・外・小児科来仙医院［当］
�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］
�○７５ ０２００（阿久根市）胃腸・外科黒木胃腸科外科医院［当］
�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］
�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター
［夜］１３（月）
［夜］１４（火）

�○６２ ０１７０栄町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［夜］１５（水）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター
［夜］１６（木）
［夜］１７（金）

�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［当］

１９（日）
�○６２ １５５９春日町産・婦人科広瀬産婦人科医院［当］
�○７３ １７００（阿久根市）泌尿器科・内科いまむらクリニック［当］
�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］
�○６３ ７７０７向江小児科キッズクリニック［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター
［夜］２０（月）
［夜］２２（水）

�○６３ ２３３３井上循環器・内科三慶医院［当］

２３（木）
�○８２ ００４８大和消化・内科恒吉医院［当］
�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］
�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］２４（金）
�○６２ ０２４１平良馬場消化・内・外科クリニック．なかむら［当］

２６（日）
�○６２ ８８０１西町整外科平田整形外科クリニック［当］
�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外科山田クリニック［当］
�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］
�○６４ １５００鹿島小児科こどもクリニック永松［児］
�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］

２９（水） �○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］
�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［児］
�○７２ ００３８（阿久根市）内・外科喜多医院［当］

３０（木）
�○７５ ０２００（阿久根市）胃腸・外科黒木胃腸科外科医院［当］
�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］
�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［児］
�○８４ ２０２３仮屋内科野田診療所［当］

３１（金）
�○６２ ０００９広瀬産・婦人・内科白男川クリニック［当］
�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］
�○６８ ０６３３ （阿久根市）小児科しみずこども医院［児］
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水道修繕工事当番事業者
高 尾 野 ・ 野 田 地 域出 水 地 域

期　　　間 休日および平日の
　午後５時以降平　日工事事業者休日および平日の

　午後５時以降平　日工事事業者

携帯電話
（０９０－７１５４－７４９０）

�８４－４２５３時 吉 建 設

携帯電話
（０９０－７３９７－７８９８）

�６２－１４０９職 建１２月1日～同５日

�８２－４３８５桑野水道設備�６２－０６５０あかつき電化１２月６日～同１２日

�８２－０４３７中 畠 組�６２－５１１４三 和 住 設１２月１３日～同１９日

�８２－１６００山�水道設備�６２－０９０１井手口電設１２月２０日～同２６日

�８４－２５３４福 井 組�６３－１９６６太田電機工業所１２月２７日～同２９日

�８２－０８８９軸薗設備工業�６２－０３１３ことぶき電気設備１２月３０日

�８４－２０８９第 一 産 業�６２－３８３３道 添 建 設１２月３１日

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医休日当番歯科医・・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局当番薬局

１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事１２月の主な行事

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。

１２月５日

西 町�６３－２３０６歯 科上 野 歯 科 医 院

千 本 付�６３－４６３０ポ ポ ロ 薬 局

沖 田�６３－１１７７第 二 緑 調 剤 薬 局

１２月１２日

八幡（出水）�６３－２３３０歯 科橋 口 歯 科 医 院

町（高尾野）�８２－００３２シ バ タ 薬 局

１２月１９日

長 島 町�８６－１２６６歯 科児 島 歯 科 医 院

東 大 野 原�６３－６６７８マ リ ン 薬 局

１２月２３日

町（高尾野）�８２－００２０歯 科中 島 歯 科 医 院

渡 瀬 口�６２－８８１３タ カ ラ 調 剤 薬 局

１２月２６日

柴 引�８２－００６４歯 科水 野 歯 科 医 院

平 良 馬 場�６３－３０７０歯 科ふ れ あ い 薬 局

桜 町�６２－６０７０ひ ま わ り 薬 局

１２月３０日

元町（出水）�６７－３６０８歯 科徳 森 歯 科 医 院

１２月３１日

元町（出水）�６７－３６０８歯 科徳 森 歯 科 医 院

向 江�６４－１４００か り ん 薬 局

○サンデーサイエンス「押し花カレンダー」（１２日、１９日・クレインパーク）
○第５１回南日本通信ロードレース大会（１９日・長島町）
○出水市消防団年末特別警戒（夜間）（２８日から３０日・市内全域）
５日（日） ▼博物館講座５「野鳥観察会」（午前９時・クレインパーク周辺の米ノ津川）
５日（日） ▼歳の市「野田郷むらまつり」（午前９時３０分・野田農産加工施設およびその周辺）
１２日（日） ▼第５回市内地区対抗駅伝競走大会（午前８時５０分開会・市内一円）
１９日（日） ▼冬の自然まつり「正月＆クリスマスを手作りで」（午前９時・青年の家）
２０日（月） ▼出水人生大学（９時３０分・出水老人福祉センター）
２１日（火） ▼皆既月食観察会（午後５時３０分・青年の家）
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炭
に
は
白
炭
、
黒
炭
、
竹
炭
な
ど
、

原
料
や
焼
き
方
に
よ
っ
て
い
く
つ
か

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
主
に
燃

料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
炭
で
す
が
、

今
は
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
、
水
の
浄

化
や
脱
臭
、
調
湿
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　

写
真

は
、
ど
ん
ぐ
り
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り
で

作
っ
た
炭
で
す
。
材
料
を
お
菓
子
の

空
き
缶
な
ど
に
詰
め
て
焼
い
た
も
の

で
、
そ
の
ま
ま
の
形
を
残
し
て
い
ま

す
。
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
焼
く

こ
と
で
水
分
だ
け
蒸
発
し
、
有
機
物

は
分
解
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に

炭
素
が
残
り
ま
す
。

　

炭
に
は
、
見
え
な
い
小
さ
な
穴
が

た
く
さ
ん
開
い
て
お
り
、
そ
の
穴
に

に
お
い
や
湿
気
を
吸
着
さ
せ
る
こ
と

で
、
消
臭
や
除
湿
の
働
き
を
し
ま
す
。

お
も
し
ろ
い
形
の
炭
を
作
っ
て
、
お

部
屋
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

『今月の問題』
冬の出水では４種類の
カラスが見られます。
ハシボソガラス、ハシ
ブトガラス、コクマル
ガラスの他、あと１種
類はなに？
Ａ　ミヤマガラス
Ｂ　カワガラス
Ｃ　タビガラス

☆答えはホームページ
か来月号で
先月号の答えは
Ｂの大人と子どもの
違いでした。
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月
か
ら
始
ま
っ
た
不
知
火
海
の
冬

１１
の
風
物
詩「
ケ
タ
打
瀬
漁
」。

　

名
護
漁
港
で
は
連
日
、
多
く
の
ク
マ

エ
ビ
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
均
で
１
尾
約　

グ
ラ
ム
、　

セ
ン

５０

２０

チ
メ
ー
ト
ル
弱
。

　

新
鮮
さ
を
保
つ
た
め
に
、
少
量
ず
つ

に
分
け
て
の
水
揚
げ
と
、
漁
師
の
方
も

一
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
後
、
一
尾
一
尾
手
作
業
に
よ

り
焼
き
エ
ビ
に
加
工
さ
れ
、
正
月
の
高

級
贈
答
品
と
し
て
、
市
内
外
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
は
型
が
や
や
小
ぶ
り
で
す
が
、

漁
獲
量
は
ケ
タ
打
瀬
漁
、
ひ
き
網
漁
合

わ
せ
て
平
年
並
み
の
約
３
ト
ン
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

７
日
、
出
水
市
消
防

団
女
性
消
防
団
員
７

人
が
防
火
広
報
お
よ

び
防
火
チ
ラ
シ
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
ス
ー
パ
ー

と
野
田
郷
大
運
動
会

が
開
催
さ
れ
た
野
田

運
動
場
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
一
人
一

人
に
防
火
チ
ラ
シ
を

手
渡
し
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
を
薦

め
る
な
ど
し
て
、
火

災
予
防
を
訴
え
ま
し

た
。

な：

写

真

右
）に
瑞
宝

単
光
章
が

内
閣
総
理

大
臣
か
ら

そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
、

　

月
４
日
、

１１市
長
に
報

告
し
ま
し

た
。

　

�

留
さ

ん
は
元
消

防
職
員
、
出
口
さ
ん

は
元
消
防
団
員
と
永

き
に
わ
た
り
消
防
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
を
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

女
性
消
防
団
員

活
動
中
！

　

秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
と
し
て　

月
１１

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

　

�
留
隆
雄
さ
ん

（
溝
下：

写
真
左
）に

瑞
宝
双
光
章
、
出
口

義
信
さ
ん（
さ
ぎ
や

火災・救急状況
（７月１日～９月３０日）出水市消防本部管内

救　　急火　　災

うち急病出動件数負傷者死者うち建物発生件数

２８８人
（＋７）

５１０件
（－３６）

０人
（－１）

１人
（＋１）

４件
（＋２）

７件
（＋２）出水市

８１５人
（＋６２）

１，５４４件
（＋３６）

２人
（－１）

１人
（－１）

７件
（－３）

１４件
（－５）

平成２２年
の累計

※（　　）内の数字は前年同半期比

受
賞
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